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州日立マクセル赤煉
レン

瓦
ガ

記念館は、三
菱合資会社が炭鉱産業で筑豊地方

に進出した際、明治37年ごろに建設された
ヨーロッパ風の重要な建築物。重厚で高品
質な赤レンガの構造で、実際は２階建てです
が、一部（送風機室）が３階建てに見えると
いう特徴を持ちます。当時はこの部分に送風
機が設置され、坑内へと通気用の風が送ら
れていました。設計はドイツ人技師で、赤レ
ンガによる装飾や凹凸、半円形の窓などヨー
ロッパ調の色彩が濃い造りとなっています。

ふるさと福智の歴史をたどる

▲「うれしいひなまつ
り」など数々の名曲を
世に残した河村光陽

気になる至宝をピックアップ！

▼
１
７
５
３
年（
宝
暦
３
）稲
荷
神
社

に
獅し

子し

頭が
し
ら

が
寄
進
さ
れ
、
獅し

子し

楽が
く

の

存
在
を
物
語
る
。【
町
指
定
文
化
財
】

▼
１
８
６
６
年（
永
承
元
）
小
倉
御
変

動
に
よ
り
、
９
代
藩
主
・
小
笠
原
忠た

だ

幹よ
し

の
葬
儀
が
興
国
寺
で
行
わ
れ
る
。

▼
１
９
０
２
年（
明
治
35
）国
内
初
の

炭
鉱
技
術
員
養
成
学
校「
赤
池
鉱
山

学
校
」開
校
。
明
治
専
門
学
校（
後
の

九
州
工
業
大
学
）の
前
進
と
な
る
。

▼
１
９
０
４
年（
明
治
37
）三
菱
方
城

炭
鉱
坑
務
工
作
室
【
国
登
録
文
化
財
】

▼
１
９
１
４
年（
大
正
３
）三
菱
方
城

炭
鉱
で
国
内
最
大
の
犠
牲
者
を
出
す

ガ
ス
炭
塵じ

ん

爆
発（
方
城
大
非
常
）発
生

▼
昭
和
初
期
、町
内
の
炭
鉱
最
盛
期
。

受け継がれる伝統の舞と音色
稲荷神社奉納獅子楽／稲荷神社祭囃子（金田）町指定文化財

荷神社の神幸祭で奉納さ
れる獅

し

子
し

楽
がく

は、江戸後期に
虚
こ

無
む

僧
そう

の山本平八が振興を図り、
現在保存会によって継承されてい
る伝統行事。また、神幸祭をはじめ、
山笠競演会でも奏でられる祭り囃

ばや

子
し

は20数曲と多種にわたり、藩
政時代から受け継がれています。

稲

福
智
の
炭
鉱
史
を
物
語
る
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

九
州
日
立
マ
ク
セ
ル
赤
煉
瓦
記
念
館
・
旧
三
菱
方
城
炭
礦
坑
務
工
作
室
（
伊
方
）

国
登
録
文
化
財

九

▲動いているときに奏でる「道囃子」とゆるやかな「待囃子」がある祭囃子

江戸時代

町に宿る文化財

　

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
を
た
た
え
る
母

な
る
川「
彦
山
川
」、
そ
し
て
、
美
し

い
稜り

ょ
う
せ
ん線
で
裾す

そ
の野
を
広
げ
る
父
な
る
山

「
福
智
山
」。
私
た
ち
の
町
は
、
そ
の

懐ふ
と
こ
ろに
抱い

だ

か
れ
る
よ
う
に
歴
史
を
重
ね
、

豊
か
な
文
化
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
解
き
明
か
さ
れ
た
先
人
た
ち

の
生
き
て
き
た
証

あ
か
し「
城
山
横
穴
群
」。

先
祖
に
感
謝
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
想
い
続
け
た
心
は
、
今
も
昔
も
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
悠
久
の
歴

史
の
上
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
福
智
に
は
、
ふ
る
さ
と
が
残

し
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
語
り
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
受
け
止
め
、

次
代
に
伝
え
、
後
世
へ
と
残
し
て
い

く
こ
と
は
、
こ
の
町
で
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
大
切
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。（
福
智
町
教
育
委
員
会
）

福
智
の
懐ふ

と
こ
ろ

に
抱い

だ

か
れ
て

国登録１・県指定８・町指定14

◀
国
の
近
代
化
産
業
遺
産
で
も
あ
る
記
念
館

◀
境
内
と
御
旅
所
で
奉
納
さ
れ
る
獅
子
楽

▼
１
９
１
４
年（
昭
和
12
）上
野
村
出

身
の
童
謡
作
曲
家
・
河
村
光
陽
作
曲

「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」が
大
ヒ
ッ
ト
。

▶
三
菱
方
城
炭
鉱
、
明
治
鉱
業
赤
池
鉱
業
所
、

物
流
と
経
済
の
拠
点
金
田
、
そ
れ
ぞ
れ
が
繁
栄

1868大正時代 明治時代1926昭和時代

▲この町を象徴する原風景「福智山」と「彦山川」

In the life fukuchi town

　

一
度
失
え
ば
二
度
と
よ
み
が
え
る
こ

と
の
な
い
貴
重
な
文
化
財
。
全
国
を

見
て
も
数
多
く
の
史
跡
が
開
発
の
中

で
失
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
に
そ
の
価
値
が
認
め
ら

れ
、
指
定
史
跡
と
な
っ
た「
城
山
横
穴

群
」は
、
地
形
ご
と
史
跡
が
残
っ
て
い

る
希
少
な
地
域
の
宝
だ
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
史
跡
が
地
域
の
財
産
と
し
て

根
付
い
て
い
く
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

調
査
・
整
備
・
活
用
の
み
な
ら
ず
、
地

元
や
行
政
、
考
古
学
者
な
ど
、
様
々

な
人
た
ち
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

こ
の
史
跡
に
つ
い
て
知
り
、
価
値
を

共
有
し
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
次
代

へ
伝
え
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
回
の「
国
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」で
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
思
い
を

馳
せ
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

郷
土
の
誇
り
を
未
来
へ

小田 富士雄 福岡大学名誉教授

講師インタビュー

開会行事
基調講演
　　　　　　  　　　　　  　　　　　　　 
トークショー　　　　　アトラクション

 山本 華世 氏　　　　　　　Smileステージ　
パネルディスカッション「史跡を活用したまちづくり」
亀田 修一 氏（岡山理科大学 教授）／井上 憲治 氏（福智町立市場小学校 校長）
池田 昇 氏（福智町商工会 会長）／髙靍 享一 氏（上野焼協同組合 理事長）
福田 昌 氏（福智町文化財専門委員・地元金田１区行政区）
以上パネリスト５名

         NPOオブセリズム理事・前小布施町立図書館まちとしょテラソ館長

閉会行事
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福岡大学 名誉教授

ゲスト 筑豊ご当地アイドル

小田 富士雄 氏

コーディネーター花井 裕一郎 氏

 「城山横穴群の国史跡指定にあたって」

史跡「城山横穴群」国指定記念シンポジウム

安真木中ヶ坪遺跡（川崎町）

安楽寺境内遺跡（飯塚市）幸町遺跡（飯塚市） 旧目尾炭鉱（飯塚市）

内野宿御茶屋跡（飯塚市） 乄尾遺跡（飯塚市）旧三井田川鉱業所伊田坑跡（田川市）

戸山原古墳群（川崎町）田原下大坪遺跡（川崎町）

発掘調査速報展 2013年度発掘調査のパネルを展示


